
平成23-26年度「関係性メトリックに基づく新世代ネットワークアプリケーション」 
の研究開発目標・成果と今後の成果の展望・普及 

２．研究開発の目標 

３．研究開発の成果 

別紙１ 

１．実施機関・研究開発期間・研究開発費 
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実施機関 国立大学法人 京都大学（代表研究者）、国立大学法人 電気通信大学、株式会社 神戸デジタル・ラボ 

研究開発期間 平成23年度から平成26年度（4年間）  

研究開発費  総額 130百万円（平成23年度 33百万円、平成24年度 27万円、平成25年度 36百万円） 

H25年度 インタフェースとプロトコルの仕様策定 

H26年度 JGN-X仮想化基盤を利用したアーキテクチャの統合実験 

実用化に向けた社会実験を行い、関係性メトリックの強いものに対し、体感として2秒以内に到達できることを目標とする。 

課題ウ-３-１ 関係性メトリックサービスシステムの研究開発 

課題ウ-３-１-１ 関係性メトリック形成技術 

関係性メトリックの元となる情報を最上位レイヤから受け取るためのインタフェースと関係性メトリックを
最下位レイヤに提供するためのインタフェースの仕様を策定した。 
億単位の数のセンシング情報と百万単位の数の関係性メトリックを扱えるスケーラビリティを達成した。 
課題ウ-３-１-２ 関係性メトリック構造化技術 
関係性メトリックにアクセスするためのインタフェース仕様を策定した。 

百万単位の数の関係性メトリックと実体となるデータを構造化し、保持可能なスケーラビリティを達成し
た。 
課題ウ-３-１-３ 社会的コンテキスト抽出技術 

最上位レイヤから提供される情報のフォーマットと中間レイヤから最上位に提供する社会的コンテキス
トの仕様を策定した。 
億単位の数のセンシング情報から社会的コンテキストを抽出可能なスケーラビリティを達成した。 

課題ウ-３-２ 関係性メトリック制御プラットフォームの研究開発 

課題ウ-３-２-１ 関係性メトリックによる制御メカニズム 
関係性メトリックによるネットワーク制御メカニズムの仕様を策定した。  
最上位レイヤとして2つ以上のサービス、最下位レイヤとして2つ以上のネットワーク基盤を想定した制
御メカニズムの実証実験を行った。 
課題ウ-３-２-２ 資源・サービス制御プラットフォーム 

仮想化資源の利用状況を関係性メトリックによって定量化し、仮想インフラ上のボトルネックポイントを
抽出し、制御する方式を策定した。  
最下位レイヤとして2つ以上のネットワーク基盤を想定した制御プラットフォームの実証実験を行った。 

課題ウ-３-２-３ 分散型資源・サービス制御技術 
課題ウ-３-２-２と連携するためのインターフェース仕様を策定した。 
仮想化資源の分散管理方式の仕様を策定した。 
1平方キロメートルあたり1000エリア程度の情報蓄積制御メカニズム・プラットフォームを実現した。 

社会実験に向けた統合アプリケーションの開発 

関係性に基づく新世代ネットワークアプリケーションの研究開発 

各課題を統合したエコシステムの開発 
各課題が連携するエコシステムを研究開発した。社会実験のために、課題アと連携しJGN-X仮想化基
盤を用いた。 

社会実験の実施 

社会実験として、エコシステムのユーザとなりうる企業に対してデモを交えて研究紹介と成果展示を実
施し、アンケート結果からアプリケーションの有用性を示した。 



課題ウー３－１ 関係性メトリックサービスシステムの研究開発成果 
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課題ウー３－２ 関係性メトリック制御プラットフォームの研究開発成果 
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 ４．これまで得られた成果（特許出願や論文発表等）  

   （１）モバイルソーシャライズシステムフォーラムの設立および運営 
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 ５．研究開発成果の展開・普及等に向けた計画・展望 
研究開発終了後、研究開発成果をどのように展開するかについて以下の記載ポイントを参考に分かりやすく記載してください。 

  （２）展示会への出展 

国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表 標準化提案 
プレスリリース 

報道 
展示会 受賞・表彰 

1 0 13 49 0 7 7 0 

• 2011年9月、京都大学を代表発起人として、産業化推進フォーラム「モバイルソーシャライズシステム(MSS)・フォーラム」を設立 

• 委託研究開発による成果を参画企業（約70社）に紹介し、実用化を前提とした議論を行っている。 

• 産業フォーラムの各企業にライセンスの形で技術提供できるよう活動を続ける。 

• 平成25年度実績）フォーラム総会：4回、参画企業との個別打ち合せ： 月2回 x 5社程度実施 

• 研究開発成果の社会への展開を目的として以下の展示会に出展した。 
• Wireless Japan (来場者規模5万人) ： 3回（2012年～2014年） 
• CEATEC JAPAN（来場者規模13万人）：2回（2013年、2014年） 
• 上記展示会の成果としてフォーラムに約50社参加いただいている 

• フォーラム会員企業向けに展示会を主宰し、公開実験を行った。 

モバイルソーシャライズシステムフォーラムをプラットホームとして、形成、構造化、抽出技術の実用化を推進する。具体的にはライフナビ
ゲーション市場、マーケティング市場に対し、1～2年でインターネットをベースとした情報空間でのアプリケーションの実用化/事業化を進め
る。同時に、フォーラム内でデータの仕様化、システムのAPI化を進める。また、フォーラム内で挙げられる社会に対する利便性についても
検討を進めていく。 

さらに、関係性メトリックに基づいたコンテンツの制御の実用性を実証を通じて示しながら、5年以内の実用化/事業化を目指す。 


